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江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
(
上
)

は

じ

め

に

尾
形
光
琳
(
ニ
八
五
八
-
一
七
こ
I
)
は
、
今
日
、
江
戸
前
期
の
終
わ
り
に
京
都
で
活
躍
し

た
琳
派
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
、
俵
屋
宗
達
に
私
淑
し
て
独
自
の
画
風
を
形
成
し
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
悦
蒔
絵
に
学
ん
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
に
漆
器
の
制
作
に
携

わ
っ
た
り
、
弟
で
あ
る
深
省
の
作
成
し
た
乾
山
焼
の
角
皿
等
に
絵
付
け
を
す
る
な
ど
、
工
芸
分

野
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
、
光
琳
を
「
琳
派
を
代
表
す
る
絵
師
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
と
い
う

言
葉
が
定
着
し
て
い
る
た
め
に
、
狩
野
派
や
土
佐
派
と
同
じ
よ
う
に
、
宗
達
や
光
琳
の
時
代
か

ら
「
琳
派
」
と
い
う
流
派
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
達
か
ら
光
琳
、

そ
し
て
江
戸
後
期
の
酒
井
抱
一
へ
と
、
後
者
が
前
者
に
私
淑
す
る
こ
と
に
よ
り
断
続
的
に
受
け

継
が
れ
た
こ
の
系
譜
を
初
め
て
流
派
と
し
て
系
統
付
け
た
の
は
抱
一
で
あ
っ
た
。
文
化
こ
一
年

(
一
八
一
五
)
の
光
琳
百
年
忌
に
遺
墨
展
を
開
き
、
「
光
琳
百
図
」
を
刊
行
す
る
な
ど
光
琳
顕
彰

に
努
め
た
抱
一
は
、
宗
達
以
下
の
略
伝
と
使
用
印
を
集
め
た
「
緒
方
流
略
印
譜
」
(
文
化
一
〇
年
)

や
そ
の
改
訂
版
で
あ
る
「
尾
形
流
略
印
譜
」
(
文
化
こ
一
年
)
に
お
い
て
、
宗
達
に
始
ま
る
「
尾

形
(
緒
方
)
流
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
、
い
わ
ば
抱
一
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
「
尾
形
(
緒
方
)
流
」
と
い
う
流
派
観
、
今
日
的

な
呼
称
で
言
う
「
琳
派
」
観
が
、
抱
一
の
後
継
者
達
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
近
代
に
受
け
継
が
れ
、

そ
し
て
現
代
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
抱
一
に
始
ま
る
「
琳
派
」
観
は
、
今
ま
で
一
度
も
批
判
的

に
検
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
基
本
的
に
「
正
し
い
」
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
確
か
に
、
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
光
琳
が
宗
達
作
品
を
、

抱
一
が
光
琳
作
品
を
摸
写
し
て
お
り
、
渡
辺
始
興
や
深
江
芦
舟
、
立
林
何
帛
ら
「
琳
派
」
の
絵

師
達
の
作
品
に
も
共
通
し
て
や
ま
と
絵
の
伝
統
を
基
盤
と
し
て
装
飾
的
で
あ
る
等
の
造
形
上
の

特
色
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
名
前
を
挙
げ
た
よ
う
な
絵
師
達
に
関
連
性

を
認
め
、
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
狩
野
派
や
土
佐
派
な
ど
、
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家
系
や
直
接
の
師
弟
関
係
に
よ
り
継
承
さ
れ
、
粉
本
を
媒
介
に
作
風
を
制
約
す
る
等
の
制
度
を

有
し
て
い
た
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
流
派
と
は
異
な
る
面
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
何
よ

り
、
抱
一
に
よ
っ
て
初
め
て
流
派
と
し
て
系
統
付
け
ら
れ
た
以
上
、
そ
れ
以
前
の
絵
師
達
に
「
琳

派
」
と
い
う
、
狩
野
派
や
土
佐
派
に
対
置
で
き
る
よ
う
な
、
確
立
し
た
流
派
に
帰
属
し
て
い
る

と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「
琳
派
」
と
狩
野
派
や
土
佐
派
と
の
異
同
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
こ
こ
で
言
及
す
る
用
意
は
な

い
が
、
例
え
ば
、
「
狩
野
探
幽
は
江
戸
前
期
を
代
表
す
る
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と

と
、
「
尾
形
光
琳
は
琳
派
を
代
表
す
る
絵
師
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
の
違
い
だ
け
は
確
認
し
で
お

き
た
い
。
前
者
は
恐
ら
く
探
幽
自
身
も
自
覚
あ
る
い
は
自
認
し
て
い
た
同
時
代
の
評
価
で
も
あ

る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
あ
く
ま
で
後
代
の
評
価
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
評
価
の
規

範
と
な
っ
て
い
る
「
琳
派
」
観
の
下
、
琳
派
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
の
み
光
琳
を
評
価
し
、

専
ら
宗
遠
の
後
継
者
と
し
て
の
側
面
か
ら
光
琳
の
画
風
形
成
を
問
題
に
す
る
の
が
正
し
く
、
抱

一
以
前
の
光
琳
に
対
す
る
認
識
は
誤
っ
て
い
た
り
不
十
分
で
あ
る
と
片
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
。
抱
一
に
よ
り
打
ち
立
て
ら
れ
た
「
琳
派
」
観
か
ら
一
度
離
れ
て
光
琳
を
見
つ
め
直
し
た
り
、

「
琳
派
」
観
自
体
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
抱
一
以
前
に
光
琳
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い

た
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
抱
一
以
前
に
編
術
さ
れ
た
光
琳
関
係
資
料
に
つ
い
て
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
福
井
利
吉
郎
氏
が
光
琳
の
師
系
を
問
題
に
す
る
中
で
取
り
扱
わ
れ
た
り
、
河
野
元

昭
氏
が
現
代
ま
で
至
る
光
琳
研
究
史
を
整
理
す
る
中
で
扱
わ
れ
た
り
し
て
い
邨
本
稿
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
光
琳
の
子
孫
に
伝
来
し
た
小
西
家
文
書
を
始
め
と

す
る
諸
史
料
に
改
め
て
検
討
を
加
え
、
光
琳
自
身
の
自
己
認
識
も
含
め
た
江
戸
時
代
の
光
琳
像

の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
で
、
抱
一
の
「
琳
派
」
観
を
検
証
し
た
り
、
「
琳

派
」
の
画
家
と
い
う
枠
組
み
か
ら
一
度
離
れ
て
、
光
琳
の
位
置
づ
け
や
そ
の
様
式
形
成
を
考
え

る
一
助
と
し
た
い
。

-
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一
、
小
西
家
文
書
に
み
る
光
琳

光
琳
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
資
料
に
、
小
西
家
文
書
の
名
で
知
ら
れ
る
一
群
の
文
書
、

画
稿
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
京
都
の
銀
座
役
人
で
あ
っ
た
小
西
家
に
養
子
に
出
さ
れ
た
光
琳
の

嫡
子
・
寿
市
郎
の
家
系
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
光
琳
関
係
資
料
で
、
現
在
は
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
文
化
庁
と
大
阪
市
立
美
術
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。

光
琳
の
生
家
で
あ
る
呉
服
商
・
雁
金
屋
の
注
文
帳
や
父
・
宗
謙
の
趣
味
に
関
わ
る
資
料
、
光

琳
の
趣
味
や
経
済
生
活
か
ら
私
生
活
に
ま
で
及
ぶ
非
常
に
広
範
囲
に
渡
る
小
西
家
文
書
の
中

に
、
光
琳
が
自
ら
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
を
窺
わ
せ
る
資
料
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)
正
月
二
十
五
日
に
寿
市
郎
に
宛
て
た
「
尾
形
光
琳
遺

書
」
(
文
書
こ
一
足
)
で
あ
り
、
こ
こ
に
抄
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
其
方
事
我
等
嫡
子
二
候
得
共
、
我
等
事
唯
今
相
究
タ
ル
家
業
も
無
之
、
末
々
其
方
身
上
之

安
否
難
計
不
便
二
存
候
二
付
、
幸
、
中
村
内
蔵
助
様
御
惘
意
故
、
小
西
彦
九
郎
殿
方
へ
養

子
二
遣
之
候
、
中
内
蔵
助
様
御
息
女
お
勝
殿
、
其
方
妻
女
二
相
究
、
小
西
家
名
跡
相
継
候

事
、
(
下
略
)
j

一
我
等
屋
敷
諸
道
具
ハ
、
後
家
多
代
へ
譲
与
申
候
也
、
多
代
死
後
ニ
ハ
弟
勝
丞
へ
譲
与
、
我

等
名
跡
相
継
せ
候
様
二
申
残
候
、
其
方
事
家
督
相
備
タ
ル
名
跡
ヲ
相
継
キ
被
申
候
事
二
候

間
、
我
等
名
跡
二
付
聊
違
乱
ノ
事
有
間
敷
候
事
、

即
ち
、
「
我
等
」
尾
形
家
は
「
唯
今
相
究
タ
ル
家
業
も
無
之
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
の
で
、
寿
市

郎
を
小
西
家
へ
養
子
に
出
し
、
小
西
家
の
名
跡
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、

尾
形
家
の
名
跡
と
財
産
は
、
弟
の
勝
丞
へ
相
続
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
同
日
付
け
で
後
家
・

多
代
に
宛
て
た
「
尾
形
光
琳
譲
状
」
(
文
書
こ
一
七
)
に
も
同
様
の
条
文
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
光
琳
が
自
ら
「
家
業
」
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
絵
画
制
作
を
代
々
の
「
家

業
」
と
し
て
き
た
狩
野
家
の
存
在
を
想
起
す
る
と
斟
、
粉
本
を
媒
介
に
し
て
代
々
流
派
様
式
を

継
承
す
る
狩
野
派
の
絵
師
の
よ
う
な
立
場
に
な
い
と
い
う
自
己
認
識
の
表
明
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
光
琳
に
と
っ
て
、
尾
形
家
代
々
の
「
家
業
」
と
は
、
や
は
り
、
呉
服
商
・
雁
金
屋

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
、
正
徳
元
年
に
京
都
に
新
築
し
た
屋
敷
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
こ
の
こ
ろ
制
作

し
た
と
み
ら
れ
る
屏
風
作
品
の
多
く
が
か
つ
て
大
名
家
に
伝
来
し
て
い
た
点
か
ら
考
え
る
と
、

遅
く
と
も
正
徳
年
間
に
は
光
琳
は
絵
師
と
し
て
一
定
の
評
価
を
獲
得
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を

自
認
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
小
西
家
文
書
の
「
小
西
寿
市
郎
親
類
書
」
(
文
書
一
四
六
)
に
、

一

一

こ
の
推
定
と
関
連
す
る
記
載
を
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
、
正
徳
四
年
九
月
三
日
に
、
当
時
十
六
歳

で
あ
っ
た
寿
市
郎
が
作
成
し
た
文
書
で
、
「
実
父
方
」
と
し
て
祖
父
・
宗
謙
を
始
め
と
す
る
一
族

の
名
を
挙
げ
る
に
際
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

祖
父

東
福
門
院
様
御
呉
服
所

京
都
町
人

尾
形
宗
謙

三
十
一
ヶ
年
以
前
相
果
申
候

(
中
略
)

父

京
都
町
人

画
師

尾
形
光
琳

(
下
略
)

こ
こ
で
、
宗
謙
を
「
東
福
門
院
様
御
呉
服
所
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
点
に
、
尾
形
家
代
々

の
家
業
は
呉
服
商
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
光
琳
に
つ
い
て

明
確
に
「
画
師
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
光
琳
自
身
や
尾
形
家
で
、
光
琳
は
絵
師
で
あ
る
が
そ
れ
は
「
家
業
」
で
は
な

い
と
い
う
、
一
見
矛
盾
し
た
認
識
が
存
在
し
た
わ
け
だ
が
、
で
は
、
当
時
ど
う
い
う
人
達
が
絵

師
と
し
て
公
認
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
京
都
町
奉
行
所
に
よ
り
正
徳
四
年
頃
か
ら

享
保
二
、
三
年
(
一
七
一
七
、
一
八
)
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
影
』

第
六
巻
「
諸
職
人
之
事
」
に
あ
る
以
下
の
よ
う
な
絵
師
一
覧
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

京
都
屋
敷
有
之
御
繪
師

一
、
百
石
二
貳
拾
人
扶
持

高
辻
新
町
東
え
入
ル
町

一
、
貳
百
石
二
貳
拾
人
扶
持

同
町

一
、
百
石
三
升
七
酌

元
誓
願
寺
園
子

町
繪
師

一
、
禁
裏
占
五
石
七
斗
被
下
候

室
町
六
角
下
ル
町

一
、
禁
裏
占
銀
三
拾
枚
被
下
候

高
倉
竹
屋
町
上
ル
町

一
、
寺
町
丸
太
町
角

一
、
上
京
木
下
突
抜
町

一
、
塔
之
段
毘
沙
門
貳
町
目

一
、
出
水
千
本
東
え
入
貳
町
目

一
、
麩
屋
町
姉
小
路
上
ル
町

一
、
二
條
冨
小
路
西
え
入
ル
町

狩
野
探
信

同

如
川

狩
野
永
叔

繪
所
了
琢

靏
澤
探
山

土
佐
将
監

狩
野
宮
内

同

修
理

海
北
友
竹

同

友
賢

雪
渓
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一正徳~宝暦-(上)江戸時代における光琳像の変遷について

一
、
車
屋
町
竹
屋
町
下
ル
町

一
、
同
通
竹
屋
町
上
ル
町

一
、
西
陣
升
屋
町

一
、
油
小
路
中
立
責
下
ル
町

一
、
新
町
中
立
責
上
ル
町

一
、
松
原
西
洞
院
東
え
入
ル
町

狩
野
縫
殿
助

山
本
敷
馬

永
岩
左
近

三
宅
陽
心

中
村
立
章

渡
邊
左
近

冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
狩
野
探
信
守
政
、
如
川
周
信
、
永
叔
主
信
の
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

鍛
冶
橋
家
、
竹
川
町
家
(
後
の
木
挽
町
家
)
、
中
橋
家
の
当
主
で
あ
る
。
こ
の
三
家
は
、
狩
野
孝

信
を
父
に
持
つ
探
幽
、
尚
信
、
安
信
三
兄
弟
を
祖
と
す
る
、
幕
府
御
用
絵
師
の
家
系
で
、
こ
こ

で
「
御
檜
師
」
と
い
う
の
は
幕
府
御
用
絵
師
の
意
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
「
町
給
師
」

と
は
、
幕
府
御
用
絵
師
以
外
を
指
し
、
宮
廷
絵
所
預
で
あ
る
土
佐
将
監
、
即
ち
左
近
衛
将
監
土

佐
光
芳
も
「
町
檜
師
」
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
探
幽
の
弟
子
で
元
禄
年
間
(
一
六
八
八

-
一
七
〇
四
)
に
東
山
天
皇
に
よ
り
京
都
に
招
請
さ
れ
た
鶴
沢
探
山
や
京
狩
野
家
の
当
主
・
縫

殿
助
狩
野
永
伯
山
亮
を
始
め
狩
野
派
の
絵
師
が
多
く
、
狩
野
宮
内
は
狩
野
宗
家
の
弟
子
筋
に

あ
た
り
、
山
本
数
馬
は
光
琳
の
師
と
も
さ
れ
る
狩
野
派
絵
師
、
素
軒
の
養
子
・
宗
川
で
あ
る
。

狩
野
修
理
も
師
系
は
不
明
な
が
ら
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
こ
ま
で
に

触
れ
た
絵
師
は
何
れ
も
、
宝
永
六
年
(
一
七
〇
九
)
の
内
裏
障
壁
画
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
。

「
町
給
師
」
劈
頭
に
名
の
見
え
る
檜
所
了
琢
と
は
、
貞
享
二
年
二
六
八
五
)
版
と
宝
永
二
年

版
の
『
京
羽
二
重
』
で
佛
絵
師
と
さ
れ
る
木
村
了
琢
の
こ
と
で
あ
る
。
海
北
友
竹
は
友
雪
の
子

で
、
友
賢
は
友
雪
の
門
人
で
あ
る
。
永
岩
左
近
は
画
系
不
明
な
が
ら
、
そ
の
一
族
と
思
わ
れ
る

永
岩
頼
母
、
求
馬
は
、
了
琢
や
友
竹
と
と
も
に
宝
永
度
内
裏
に
描
い
て
い
る
。
残
る
四
名
の
内
、

雪
渓
は
画
系
の
は
っ
き
り
し
な
い
山
口
雪
渓
で
あ
り
、
貞
享
二
年
版
と
宝
永
二
年
版
の
『
京
羽

二
重
』
に
も
そ
の
名
が
見
え
、
当
時
画
名
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
三
宅
陽
心
、
中
村
立

章
、
渡
邊
左
近
の
三
人
に
関
し
て
は
、
渡
邊
左
近
の
享
保
二
年
の
年
紀
が
あ
る
清
水
寺
の
額
が

文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
に
刊
行
さ
れ
た
『
扁
額
軌
範
』
に
載
る
ほ
か
は
、
そ
の
伝
歴
に
つ
い

て
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

上
記
リ
ス
ト
に
光
琳
の
名
が
な
い
の
は
、
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
作
成
中
の
正
徳
六
年

(
享
保
元
年
)
六
月
二
日
に
光
琳
が
没
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
、
光
琳
晩
年
の
絵
師
と
し
て

の
評
価
を
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
詮
索
す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
雪
渓
と
三
宅
陽
心
以
下

の
三
名
は
、
恐
ら
く
一
代
限
り
の
絵
師
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
京
都
町
奉
行
所
が
絵
師
と

し
て
把
灌
し
て
い
た
者
の
多
く
は
、
代
々
の
絵
仏
師
や
狩
野
派
や
土
佐
派
、
海
北
派
な
ど
確
立

さ
れ
た
流
派
の
絵
師
で
あ
り
、
永
岩
左
近
に
し
て
も
一
族
が
絵
師
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
ま
さ

に
「
家
業
」
と
し
て
絵
師
だ
っ
た
こ
と
を
こ
の
リ
ス
ト
は
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
個
人
一
代
の

才
能
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
絵
師
と
、
家
あ
る
い
は
流
派
伝
来
の
様
式
を
保
持
習

得
し
て
い
る
こ
と
で
絵
師
と
み
な
さ
れ
て
い
た
者
と
が
お
り
、
後
者
の
方
が
主
流
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
び
。
従
っ
て
、
光
琳
自
身
や
尾
形
家
が
、
光
琳
は
絵
師
で
あ
る
が
そ
れ
は

「
家
業
」
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
家
組
織
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
流
派
に
属
し
、
代
々
そ
の

様
式
を
継
承
伝
達
す
る
立
場
に
は
な
い
が
、
絵
師
と
し
て
の
同
時
代
評
価
は
獲
得
し
て
い
る
と

い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」
に
み
る
光
琳

光
琳
自
身
や
尾
形
家
で
は
、
光
琳
は
絵
師
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
た

よ
う
だ
が
、
で
は
、
実
際
の
所
、
当
時
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
光
琳
在

世
時
の
資
料
か
ら
播
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

前
章
で
み
た
「
小
西
寿
市
郎
親
類
書
」
で
光
琳
が
「
画
師
」
と
さ
れ
た
正
徳
四
年
、
光
琳
と

も
関
わ
り
の
深
い
銀
座
で
大
き
な
事
件
が
発
生
し
た
。
勘
定
奉
行
で
あ
っ
た
荻
原
重
秀
と
結
ん

で
不
正
に
銀
貨
を
改
鋳
し
て
利
潤
を
貪
り
、
ま
た
、
過
差
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
と
咎
め
ら
れ
、

同
年
五
月
、
江
戸
在
住
の
銀
座
隠
居
・
細
谷
太
郎
左
衛
門
と
京
都
の
銀
座
年
寄
・
深
江
庄
左
衛

門
、
中
村
四
郎
右
衛
門
、
関
善
左
衛
門
の
四
人
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
、
中
村
内
蔵
助
は
追
放
を

命
し
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
家
財
の
閥
所
も
命
じ
ら
れ
、
入
札
の
上
売
り
払
わ
れ
加
。
そ

の
内
、
京
都
に
居
を
構
え
て
い
た
四
人
の
銀
座
年
寄
が
所
持
し
て
い
た
書
画
を
始
め
と
す
る
道

具
類
の
落
札
状
況
を
伝
え
る
資
料
に
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
『
國
賓
』
誌
上
に
五
回
に
分
け
て
公
刊
さ
れ
た
資
料
で
、
落
札
者
毎
に
道
具
名
と
値

段
を
記
し
て
い
て
、
管
見
の
限
り
こ
の
件
で
落
札
さ
れ
た
道
具
類
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
内
容

を
伝
え
て
る
。
し
か
し
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
原
文
書
の
現
在
の
所
在
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
い

つ
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
前
章
で
み
た
『
京
都
御
役

所
向
大
概
覚
書
』
に
も
、
第
六
巻
に
「
銀
座
元
年
寄
四
人
閥
所
金
銀
之
事
」
と
し
て
家
財
の
売

り
払
い
高
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
同
一
の
品
物
に
対
す
る
落
札
額
等
を
突
き
合
わ
せ
て
、
「
銀
座

諸
道
具
落
札
」
の
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。
但
し
、
『
京
都
御
役
所
向
大

概
覚
書
』
に
名
称
と
落
札
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
道
具
は
三
点
し
か
な
く
、
そ
の
検
証
も
極
め

て
限
ら
れ
た
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
三
点
と
は
、
深
江
庄
左
衛
門
が
所
持
し

て
い
た
「
千
と
せ
硯
箱
」
、
「
片
輪
車
手
箱
」
と
「
若
狭
盆
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
銀
三
拾
貫
五
拾
目

八
分
、
貳
拾
八
貫
七
百
九
拾
九
匁
九
分
五
厘
、
八
貫
七
百
三
拾
目
の
値
が
付
け
ら
れ
た
が
、
結

局
落
札
者
の
手
に
は
渡
ら
ず
、
二
條
城
の
御
蔵
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
。
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」

で
は
、
大
阪
伏
見
町
中
が
落
札
し
た
中
に
「
時
代
蒔
給
千
年
硯
箱

代
三
拾
貫
五
拾
匁
八
分
」
、

一

一

一
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心
斎
橋
大
和
屋
七
兵
衛
落
札
分
に
「
時
代
蒔
給
車
手
箱

代
貳
拾
八
貫
七
百
九
拾
九
匁
九
分
」
、

一
文
字
屋
七
兵
衛
落
札
分
に
「
若
狭
盆

代
八
貫
七
百
三
拾
匁
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
「
片

輪
車
手
箱
」
の
落
札
額
が
五
厘
少
な
い
他
は
全
く
一
致
す
る
。
一
方
、
関
善
左
衛
門
の
名
を
善

右
衛
門
と
誤
っ
て
い
た
り
、
各
落
札
者
毎
に
記
さ
れ
て
い
る
総
落
札
額
が
個
々
の
道
具
の
落
札

額
の
合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
、
原
文
書
の
誤
り
な
の
か
翻
刻
の
際
の
誤
読
、
誤

植
な
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
完
全
に
信
用
で
き
る
と
も
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
考
察

か
ら
、
文
字
や
数
字
の
一
部
に
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
信
を
お

け
る
資
料
と
し
て
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」
を
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

「
銀
座
諸
道
具
落
札
」
か
ら
、
絵
画
一
〇
六
件
、
陶
磁
器
一
一
七
件
、
漆
器
五
〇
件
、
古
筆

墨
跡
類
五
九
件
、
金
欄
等
三
九
件
、
茶
道
具
・
そ
の
他
二
五
件
の
計
三
九
六
件
の
名
称
と
落
札

額
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
、
絵
画
に
つ
い
て
、
絵
師
毎
の
平
均
落
札
額
が
分
か
る
よ

う
に
作
成
し
た
[
表
]
を
末
尾
に
掲
げ
加
。
勿
論
、
作
品
の
真
偽
に
つ
い
て
ど
う
判
断
さ
れ
て

の
値
段
な
の
か
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
じ
掛
幅
で
も
寸
法
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、

光
琳
の
作
品
が
「
昔
噺
」
で
古
典
人
物
を
描
い
た
着
色
画
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
、

宗
遠
の
二
点
が
「
鶏
」
と
「
達
磨
」
で
水
墨
画
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
な
ど
、
画
題
や
技
法
も
様
々

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
算
出
し
た
平
均
落
札
額
が
そ
の
ま
ま
各
絵
師
の
評
価
を
正
確
に
反

映
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
当
時
の
評
価
の
一
定
の
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と

は
で
き
よ
う
。

こ
の
[
表
]
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
中
国
画
と
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
日
本

絵
画
の
評
価
が
極
め
て
高
い
こ
と
で
あ
る
。
単
独
の
掛
幅
の
平
均
額
が
二
貫
を
越
え
る
の
も
こ

れ
ら
の
作
品
の
落
札
額
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
光
琳
、
宗
達
と
探
幽
(
ヱ
ハ
○
ニ
ー
七
四
)

か
ら
岑
信
(
一
六
六
三
-
一
七
〇
八
)
に
至
る
狩
野
派
及
び
松
花
堂
昭
乗
(
一
五
八
四
-
一
六

三
九
)
ま
で
の
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
達
に
限
る
と
、
探
幽
・
尚
信
の
合
作
作
品
を
含
め

て
も
平
均
額
は
一
九
六
匁
九
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
比
較
す
る
と
、
光
琳
の
一

三
五
匁
七
分
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師
と
し
て
は
異
例
に
高
い
松
花
堂
の
平
均
八
〇
二
匁
を
下
回

る
も
の
の
、
尚
信
の
I
〇
一
匁
九
分
や
探
幽
の
単
独
幅
の
み
の
平
均
一
〇
二
匁
よ
り
高
く
、
二

幅
対
や
三
幅
対
も
加
え
た
場
合
の
探
幽
の
一
幅
あ
た
り
の
平
均
一
三
九
匁
五
分
と
同
水
準
で
あ

る
。
先
述
し
た
よ
う
な
こ
の
資
料
の
性
質
上
、
一
点
の
光
琳
画
の
金
額
を
も
っ
て
、
光
琳
が
探

幽
や
尚
信
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
評
価
を
得
て
い
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
光
琳

圃
が
当
時
の
代
表
的
な
専
門
絵
師
の
作
品
と
並
ぶ
よ
う
な
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
言
う
こ
と

は
で
き
よ
う
。
江
戸
期
の
絵
師
で
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
幕
府
御
用
絵
師
以
外
で
は

松
花
堂
と
宗
達
、
光
琳
だ
け
で
あ
り
、
何
よ
り
、
こ
の
入
札
が
行
わ
れ
た
時
点
で
生
存
し
て
い

た
の
は
光
琳
の
み
な
の
で
あ
る
。

四

さ
ら
に
、
光
琳
の
名
は
、
絵
画
だ
け
で
は
な
く
、
漆
器
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
光
悦
の

名
が
付
さ
れ
た
作
品
と
と
も
に
掲
出
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

光
悦
柴
舟
硯
箱

同
(
光
悦
)
松
椿
硯
箱

光
悦
梅
硯
箱

光
琳
松
の
硯
箱

光
琳
舟
橋
硯
箱

代
貳
貫
二
百
五
拾
匁

代
四
貫
六
百
九
拾
七
匁
六
分

代
貳
貫
二
百
七
拾
匁
九
分

代
五
百
匁

代
五
百
五
拾
匁

漆
器
に
も
絵
画
以
上
に
様
々
な
形
状
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
落
札
額
を
検
討
す
る
に
は
、

他
の
硯
箱
と
比
較
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
硯
箱
の
中
に
は
先
述
し
た
時
代
蒔
給
千
年
硯
箱

が
含
ま
れ
て
お
り
、
二
條
城
の
御
蔵
に
納
め
ら
れ
た
こ
の
高
価
な
名
品
を
の
ぞ
く
と
、
「
時
代
仲

丸
硯
箱

代
三
貫
二
百
七
拾
匁
七
分
」
と
「
時
代
菊
硯
箱

代
壹
貫
百
匁
」
の
二
点
が
残
る
。

こ
の
伝
来
の
品
と
比
較
す
る
と
、
光
悦
は
ほ
ぼ
同
等
の
評
価
を
得
て
い
る
の
に
対
し
、
光
琳
の

硯
箱
は
そ
の
半
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
漆
器
の
場
合
、
全
五
〇
点
中
、
名
称
に
作
者

名
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
光
悦
と
光
琳
の
名
を
冠
し
た
先
の
五
点
の
み
で
、
「
蒔
給
」
や
「
青

貝
」
な
ど
の
技
法
名
で
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
、
他
の
同
時
代
作
品
と
の
比
較
が
困

難
で
あ
る
が
、
光
琳
作
品
の
評
価
が
極
め
て
高
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
例
外
的
に
作
品
名
に
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
入
札
が
行
わ
れ
た
正

徳
四
年
当
時
、
光
琳
は
絵
師
と
し
て
一
定
の
評
価
を
獲
得
し
て
い
た
と
と
も
に
、
漆
器
の
作
者

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
、
大
岡
春
ト
の
画
譜
類
に
み
る
光
琳

光
琳
が
晩
年
、
精
力
的
に
絵
画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
頃
か
ら
京
都
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
絵
師
の
目
に
は
、
光
琳
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
画
本
作
者
と
し
て
名
高

い
大
岡
春
ト
(
ニ
八
八
〇
-
一
七
六
三
)
の
画
譜
類
に
み
る
光
琳
像
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

享
保
五
年
に
刊
行
し
た
『
画
本
手
鑑
』
を
初
め
と
し
て
、
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
に
『
画

図
詠
物
史
画
』
、
同
五
年
に
『
画
巧
潜
覧
』
、
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
に
『
明
朝
紫
硯
』
、
寛
延

三
年
(
一
七
五
〇
)
に
「
和
漢
名
画
苑
」
、
同
四
年
に
『
画
史
会
要
』
、
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)

に
『
丹
青
錦
嚢
』
と
『
卜
翁
新
画
』
、
同
一
一
年
に
「
麓
画
便
覧
」
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
春
ト
の
伝
記
は
、
ほ
ぼ
、
大
阪
・
光
明
寺
に
あ
る
墓
碑
鋲
に
記
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
し
か
明

ら
か
に
し
え
な
い
。

『
画
巧
潜
覧
』
に
も
序
を
寄
せ
て
い
る
岡
白
駒
が
撰
述
し
た
碑
文
に
よ
る
と
、
春
ト
は
大
坂
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一正徳~宝暦-(上)江戸時代における光琳像の変遷について

の
人
で
、
幼
時
よ
り
画
技
を
好
ん
で
狩
野
氏
の
法
を
伝
え
た
が
、
広
く
学
ん
で
常
の
師
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
春
卜
と
京
都
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
「
正
徳
中
見
い
知
二
於

嵯
峨

法
主
一
。
待
遇
甚
渥
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
「
画
本
手
鑑
」
巻
六
の
駄
文
に
も
同
様
の
記
載
が

あ
る
。
大
坂
の
医
師
で
春
ト
の
こ
と
を
「
信
友
」
と
い
う
竹
田
静
専
は
、
「
恭
、
ｙ
秤
二
謁
、
。
襄
山

法
親
王
ぺ
所
い
擢
二
書
匠
之
一
ス
至
若
見
に
授
二
法
橋
位
づ
、
亦
非
叶
幸
二
乎
」
(
句
点
は
筆
者

に
よ
る
)
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
正
徳
年
中
の
「
嵯
峨
法
主
」
、
「
表
山
法
親
王
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
嵯
峨
山
犬
覚
寺
門
跡
・
性
応
法
親
王
の
こ
と
で
、
東
山
天
皇
の
弟
と

し
て
生
ま
れ
、
正
徳
二
年
八
月
十
五
日
に
二
十
三
歳
で
葺
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
徳
二
年
、

三
十
三
歳
以
前
に
大
覚
寺
門
跡
・
性
応
法
親
王
の
知
遇
を
得
る
ほ
ど
に
春
ト
の
画
名
は
京
都
で

既
に
高
く
、
法
親
王
と
の
交
友
を
契
機
に
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も

春
卜
は
京
都
で
活
動
し
続
け
た
と
み
ら
れ
、
「
明
朝
紫
硯
」
と
『
和
漢
名
画
苑
』
は
京
都
で
刊
行

さ
れ
、
『
丹
青
錦
嚢
』
の
刊
行
者
に
も
京
都
の
書
肆
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宝
暦
五
年

に
は
妙
心
寺
霊
雲
院
方
丈
、
翌
年
に
は
同
寺
衡
梅
院
方
丈
の
障
壁
画
を
制
作
し
て
い
る
か
、
光

明
寺
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
八
十
歳
を
過
ぎ
て
神
護
寺
の
障
壁
画
を
描
い
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
光
琳
在
世
時
か
ら
京
都
で
活
躍
し
続
け
た
春
卜
が
刊
行
し
た
画
本
の
内
、

既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
画
本
手
鑑
』
(
図
1
)
と
「
画
史
会
要
」
(
図
2
)
に
光
琳
画
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
春
ト
が
著
し
た
未
紹
介
の
草
稿
本
『
画
道
実
録
』
と
併
せ
て
検

討
を
加
え
、
春
ト
が
光
琳
に
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
の
か
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

(
一
)

「
画
本
手
鑑
」

『
画
本
手
鑑
』
六
巻
六
冊
は
春
ト
が
初
め
て
刊
行
し
た
画
譜
で
、
和
漢
歴
代
の
絵
師
の
手
に

な
る
古
画
を
収
集
し
た
も
の
と
し
て
も
初
期
に
属
す
る
。
巻
一
と
巻
二
は
「
漢
画
」
で
、
宋
元

の
中
国
画
を
納
め
、
巻
三
か
ら
巻
五
に
か
け
て
の
「
倭
画
」
に
は
雪
舟
と
そ
の
後
継
者
達
と
元

信
以
下
の
狩
野
派
を
中
心
に
し
た
日
本
の
古
画
を
所
載
す
る
。
そ
の
内
、
比
較
的
新
し
い
時
代

の
絵
師
達
を
扱
う
巻
五
に
は
、
狩
野
雅
楽
助
を
始
め
、
海
北
友
松
、
長
谷
川
等
伯
、
松
花
堂
昭

乗
、
周
徳
、
狩
野
山
楽
、
狩
野
探
幽
、
狩
野
安
信
、
狩
野
尚
信
、
清
原
雪
信
、
狩
野
常
信
を
載

せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
六
の
「
補
遺
」
に
は
、
正
甫
、
曾
我
直
庵
、
俵
屋
宗
達
、
友
禅
、
尾

形
光
琳
、
鳥
羽
絵
と
雛
屋
立
甫
を
納
め
て
い
る
。

従
来
、
『
画
本
手
鑑
』
(
図
1
)
に
光
琳
画
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
光
琳
在
世
中
か

ら
小
袖
模
様
の
雛
形
本
な
ど
に
現
れ
た
い
わ
ゆ
る
光
琳
模
様
で
あ
る
と
し
て
、
春
ト
も
「
画
本

手
鑑
』

か
に
、

の
段
階
で
は
光
琳
模
様
の
画
家
と
し
て
光
琳
を
認
識
し
て
い
た
と
解
さ
れ
て
き
た
。
確

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
が
て
享
保
二
十
年
に
野
々
村
忠
兵
衛
が
刊
行
す

る
『
光
林
絵
本
道
知
辺
』
に
集
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
光
琳
模
様
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
こ
の
時
点
に
お
け
る
春
ト
自
身
の
光
琳
認
識
で
あ
る
と
す
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
、
光
琳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
巻
六
に
は
、
巻
一
の
と
は
別
に
「
補
遺
序
」
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
(
前
略
)
清
玩
な
ら

ざ
る
物
も
古
書
な
れ
は
是
を
軸
に
し
、
営
世
の
人
の
書
は
能
品
な
り
と
い
へ
ど
も
是
を
捨
る
事
、

誤
れ
る
の
甚
し
き
に
あ
ら
ず
や
。
後
の
今
を
見
る
事
、
亦
猶
今
の
昔
を
見
る
が
こ
と
し
。
傍
人

の
日
、
我
志
を
書
圖
に
あ
そ
ば
し
め
て
営
代
流
布
す
る
雑
書
を
摸
写
し
存
す
る
有
り
。
是
を

補
遺
し
て
好
事
の
人
の
為
に
せ
ん
や
と
。
予
、
欣
然
と
し
て
以
て
既
に
巻
末
に
附
し
畢
。
予
、

元
来
不
才
に
し
て
常
時
の
事
実
だ
も
不
い
詳
、
況
や
往
古
の
事
を
や
。
其
詳
な
ら
ざ
る
は
尋

て
校
合
を
加
へ
、
再
梓
に
彫
す
べ
き
な
り
」
。
(
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
)

即
ち
、
年
代
を
隔
て
た
古
画
だ
け
で
な
く
同
時
代
作
品
も
納
め
よ
う
と
し
た
が
、
春
ト
自
身

は
当
代
の
事
情
に
不
案
内
な
の
で
、
「
傍
人
」
が
描
き
た
め
て
い
た
摸
写
を
巻
末
に
付
け
加
え
、

巻
六
「
補
遺
」
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
巻
五
ま
で
に
は

巻
二
の
「
外
国
」
と
巻
四
の
「
古
法
眼
筆
僧
正
坊
圖
評
」
の
二
ヵ
所
に
し
か
解
説
が
な
い
の
に

対
し
、
巻
六
で
は
各
絵
師
毎
に
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
三
か
ら
巻
五
に
か
け
て

の
「
倭
画
」
で
は
、
半
数
以
上
の
作
品
に
所
蔵
者
が
付
記
さ
れ
た
り
、
落
款
の
印
文
ま
で
写
し

取
ら
れ
て
い
て
(
図
3
)
、
春
ト
が
原
画
を
実
見
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

巻
六
で
は
雛
屋
立
甫
の
と
こ
ろ
に
賛
の
俳
句
に
付
随
し
て
「
立
甫
書
」
と
あ
る
だ
け
で
落
款
を

写
す
も
の
は
な
く
、
巻
五
ま
で
の
編
集
方
針
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
補
遺
序
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
巻
六
に
納
め
ら
れ
て
い
る
諸
図
は
春
卜
以
外
の
人
物
が
収
集
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
「
営
代
流
布
す
る
雑
書
」
を
集
め
た
と
い
う
巻
六
に
光
琳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
春
ト
周
辺
に
光
琳
は
光
琳
模
様
を
描
く
当
代
絵
師
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
こ
の
時
点
に
お
け
る
春
卜
自
身
の
光
琳
認
識
そ

の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
春
ト
自
身
が
選
択
し
、
筆
を
と
っ
た
「
倭
画
」
に

所
載
さ
れ
て
い
る
絵
師
は
、
ほ
ぼ
、
元
禄
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
狩
野
永
納
編
「
本
朝
画
史
」
の

範
囲
を
出
な
い
。
『
本
朝
画
史
』
に
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
巻
五
の
狩
野
安
信
、
尚
信
、

常
信
、
清
原
雪
信
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
探
幽
の
兄
弟
や
そ
の
後
継
者
達
で
、
山
楽
と
探

幽
を
画
家
伝
の
棹
尾
に
置
く
「
本
朝
画
史
」
以
降
の
世
代
に
あ
た
扮
。
つ
ま
り
、
「
画
本
手
鑑
」

編
纂
時
点
で
春
ト
が
画
譜
に
収
録
す
べ
き
絵
師
と
し
て
明
確
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
画

伝
が
『
本
朝
画
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
年
代
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
活
躍
時
期
の
近
い
絵
師

は
狩
野
派
の
有
力
者
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
補
遺
序
」
に
「
営
時
の
事
実
だ
も
不
詳
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
光
琳
に
対
す
る
明
確
な
認
識
を
春
ト
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た

五
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の
で
あ
る
。

(
ニ
)

「
画
史
会
要
」

光
琳
画
を
載
せ
る
春
ト
の
も
う
一
つ
の
画
譜
、
『
画
史
会
要
』
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
画
史
会
要
』
六
巻
六
冊
の
内
、
巻
六
・
雑
部
に
は
、
筆
者
不
明
の
十
二
支
絵
の
他
、
曾
我
蛇

足
、
一
休
和
尚
、
本
阿
弥
光
悦
、
松
花
堂
昭
乗
、
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
、
雛
屋
立
甫
、
大
鵬

和
尚
、
嶋
絵
に
狂
歌
師
の
油
煙
斎
貞
柳
、
貞
柳
の
門
人
・
仁
教
、
菱
川
吉
兵
衛
、
明
兆
、
古
閑

を
納
め
て
い
る
。
そ
こ
に
、
光
琳
の
名
の
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
光
琳
模
様
で
は
な
く
、

光
琳
の
絵
画
作
品
を
写
し
た
と
み
ら
れ
る
三
点
(
図
2
)
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
こ
に
版
刻
さ
れ
て
い
る
図
か
ら
原
画
の
真
偽
に
つ
い
て
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
春
ト
が
光
琳
筆
と
判
断
し
た
原
画
を
写
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、

『
画
本
手
鑑
』
の
「
倭
画
」
に
も
な
る
べ
く
実
作
品
を
模
写
し
て
掲
載
す
る
と
い
う
方
針
が
窺

え
た
が
、
そ
の
後
春
ト
が
刊
行
し
た
画
譜
で
も
そ
の
姿
勢
は
保
持
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、
『
画
巧
潜
覧
』
巻
一
の
「
名
画
」
に
は
、
大
徳
寺
大
仙
院
檀
那
の
間
花
鳥
図
を

始
め
と
す
る
狩
野
元
信
の
障
壁
画
や
、
「
相
國
寺
什
物
鳴
鶴
二
幅
對
」
(
図
4
)
と
し
て
、
今
も

相
国
寺
に
伝
わ
る
文
正
筆
「
鳴
鶴
図
」
双
幅
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
画
史
会
要
』

で
も
光
琳
画
の
直
前
に
、
「
京
大
佛
養
源
院
杉
戸

宗
達
筆
」
(
図
2
)
と
し
て
宗
達
真
筆
と
認

め
ら
れ
て
い
る
養
源
院
蔵
「
白
象
図
杉
戸
」
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
三
点
の
光
琳
画
を
仮
に
「
波
に
千
鳥
図
」
「
佐
野
渡
図
」
「
月
に
烏
図
」
と
名
付
け
る
と
、

「
波
に
千
鳥
図
」
は
文
様
化
し
た
波
を
持
つ
着
色
花
鳥
図
、
、
「
佐
野
渡
図
」
は
着
色
の
古
典
人
物

図
、
「
月
に
烏
図
」
は
水
墨
の
花
鳥
図
を
原
画
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
今
日
、
光
琳
の
主
要
な

作
画
範
囲
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
『
画
史
会
要
』
に
お
い
て
春
卜
の

光
琳
に
対
す
る
明
確
な
認
識
が
初
め
て
表
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
現
在
の
光
琳
画

理
解
に
極
め
て
近
い
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
春
ト
は
、
光
琳
を
ど
の
よ
う
な
絵
師
と
し
て
、
自
ら
の
画
譜
の
中
に
位
置
付
け
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
『
画
史
会
要
』
の
構
成
か
ら
、
考
え
て
み
た
い
。
同
書
で
は
巻
一
と
巻
二
を
中

国
画
に
あ
て
、
日
本
関
係
は
巻
三
・
雪
狩
両
家
部
、
巻
四
・
土
佐
之
部
、
巻
五
・
営
世
部
、
巻

六
・
雑
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
類
方
法
は
、
『
画
本
手
鑑
』
に
も
み
ら
れ
た
『
本
朝
画

史
』
の
絵
画
史
観
を
基
本
に
、
『
画
巧
潜
覧
』
に
掲
げ
ら
れ
た
狩
野
派
系
図
に
よ
り
整
備
を
図
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
本
朝
画
史
』
の
絵
画
史
観
と
は
、
や
ま
と
絵
を
代
表
す
る
土
佐
派
と

漢
画
を
代
表
す
る
雪
舟
派
、
和
漢
兼
帯
す
る
狩
野
派
の
三
派
に
集
約
さ
せ
て
、
古
代
以
来
の
日

本
絵
画
の
流
れ
を
理
解
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
画
史
観
に
基
づ
き
、
『
本
朝
画
史
』

は
巻
一
の
「
画
運
」
で
三
派
の
関
係
を
説
き
、
巻
二
・
上
古
画
録
に
古
代
か
ら
室
町
時
代
末
の
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土
佐
派
に
至
る
や
ま
と
絵
を
納
め
、
巻
三
・
中
世
名
品
に
雪
舟
を
始
め
と
す
る
漢
画
系
の
絵
師

を
集
め
、
巻
四
・
専
門
家
族
に
正
信
か
ら
山
楽
、
探
幽
に
至
る
狩
野
派
の
絵
師
達
の
画
伝
を
載

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
画
史
会
要
』
が
巻
三
に
雪
狩
両
家
部
、
巻
四
に
土
佐
之
部
を
当
て
て
い

る
の
は
、
土
佐
、
雪
舟
、
狩
野
の
三
派
が
日
本
を
代
表
す
る
流
派
で
あ
る
と
い
う
『
本
朝
画
史
』

の
絵
画
史
観
を
引
き
継
い
で
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
巻
三
に
所
載
す
る

絵
師
を
正
信
以
下
の
狩
野
派
の
絵
師
と
雪
舟
と
そ
の
弟
子
筋
に
限
定
し
、
巻
四
で
も
藤
原
光
重
、

土
佐
光
信
以
下
の
土
佐
派
の
画
家
に
ほ
ぼ
限
っ
て
お
り
、
狭
義
の
三
派
に
集
約
す
る
と
い
う
点

に
お
い
て
『
本
朝
画
史
』
よ
り
純
粋
化
し
た
絵
画
史
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同

じ
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
っ
て
も
、
巻
五
に
孝
信
、
探
幽
、
常
信
、
尚
信
、

元
仙
方
信
、
栄
川
古
信
、
探
信
守
政
、
如
川
周
信
を
載
せ
る
の
に
対
し
て
、
春
雪
と
春
笑
は
巻

三
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
画
巧
潜
覧
』
巻
一
の
狩
野
派
系
図
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
巻
五
の
絵
師
達
は
何
れ
も
孝
信
の
息
子
で
あ
る
探
幽
、
尚
信
、
安
信
の
家
系
に
連
な
る

の
に
対
し
、
巻
三
の
二
人
は
孝
信
の
大
叔
父
で
あ
る
秀
頼
の
子
孫
に
あ
た
る
た
め
で
あ
る
。
巻

五
・
営
世
部
を
孝
信
に
始
ま
る
家
系
で
独
占
さ
せ
て
い
る
の
は
、
幕
府
御
用
絵
師
の
中
核
を
占

め
た
こ
の
家
系
を
、
狩
野
派
の
中
で
も
特
別
視
す
る
意
識
が
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
『
画
史
会
要
』
の
構
成
か
ら
、
春
ト
は
、
時
代
に
よ
ら
ず
、
土
佐
、
雪
舟
、

狩
野
の
三
派
に
属
さ
な
い
絵
師
達
を
巻
六
・
雑
部
に
掲
載
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
活
躍
年
代
を

重
視
す
る
な
ら
、
春
ト
に
と
っ
て
光
琳
は
、
当
然
、
「
常
世
」
の
絵
師
で
あ
る
が
、
こ
の
三
派
、

中
で
も
孝
信
の
家
系
に
連
な
る
狩
野
派
の
絵
師
で
な
い
た
め
に
、
巻
五
で
は
な
く
巻
六
に
納
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
巻
六
に
所
載
す
る
に
あ
た
っ
て
の
春
ト
の
選
定
基
準
は
明
確
で
は
な
い
が
、

光
悦
、
宗
達
や
立
甫
、
松
花
堂
ら
と
並
べ
て
光
琳
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
春
ト
の
光

琳
に
対
す
る
評
価
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
三
)

「
画
道
実
録
」

『
画
本
手
鑑
』
と
『
画
史
会
要
』
が
画
譜
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
春
ト
が
文
字
で
記
し
た

光
琳
評
価
を
伝
え
る
未
紹
介
の
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
春
ト
の
自
筆
稿
本
と
さ
れ
る
『
画
道

実
録
』
で
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

現
状
は
一
冊
で
、
「
享
保
二
十
一
年
ヨ
リ

春
ト
/
書
道
資
録
二
」
と
あ
る
尉
を
の
ぞ
い
て
墨

付
七
十
二
丁
で
あ
る
が
、
六
十
七
丁
裏
に
「
賓
暦
五
〈
乙
亥
〉
年
正
月
中
旬

法
眼
春
ト
ー
翁

辨
」
と
い
う
奥
書
が
記
さ
れ
、
そ
の
傍
ら
に
「
以
上
四
冊
紙
数
六
十
六
丁
」
と
付
記
さ
れ
て
い

る
。
現
表
紙
裏
に
も
「
四
冊
の
内

酒
井
生
」
と
あ
り
、
当
初
四
冊
で
あ
っ
た
の
を
後
に
改
装

し
て
合
冊
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
奥
書
よ
り
後
の
六
十
八
丁
以
降
は
「
蒔
給
抄
」
と
名
付
け

ら
れ
、
一
ま
と
ま
り
の
内
容
を
持
つ
が
、
奥
書
よ
り
前
に
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
。
従
っ
て
、
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こ
の
「
蒔
給
抄
」
は
本
来
別
冊
で
あ
っ
た
も
の
が
、
合
冊
さ
れ
た
と
き
に
末
尾
に
混
入
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
定
か
正
し
い
と
す
る
と
、
奥
書
に
付
記
さ
れ
た
丁
数
と
現
状
は
ほ
ぼ

等
し
く
、
原
初
の
状
態
を
概
ね
保
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
扉
と
奥
書
を
信
じ
れ
ば
、
享
保
二
十
一
年
か
ら
宝
暦
五
年
に
か
け
て
春
卜
が
書
き
記

し
た
草
稿
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
細
か
く
分
け
る
と
奥
書
ま
で
で
百
七
十
項
目
を
越
え
る

雑
多
な
内
容
に
、
そ
の
年
代
と
矛
盾
す
る
も
の
は
な
い
。
書
き
方
も
、
文
字
を
訂
正
し
た
り
、

前
出
し
た
項
目
を
訂
正
増
補
し
て
再
掲
し
そ
の
旨
を
付
記
す
る
な
ど
、
草
稿
本
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
。
そ
の
二
十
丁
目
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
(
来
字
訂
正
が
あ

る
場
合
は
そ
れ
に
従
い
、
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
)

右
ノ
類
ノ
書
人
、
不
少
往
々
書
鑑
二
出
タ
レ
ハ
ー
々
載
ス
ル
ニ
不
及
。
富
代
ノ
書
ヲ
見
ル

ニ
、
己
が
新
意
ヲ
出
シ
タ
ル
モ
ノ
稀
ナ
リ
、
皆
粉
本
卜
古
傅
ニ
ョ
ル
ノ
ミ
。
近
世
圖
ヲ
離

レ
テ
一
家
ヲ
ナ
ス
者
ハ

松
栄

相
阿
弥

蛇
足

道
安

松
花
堂

等
伯

永
徳

山
楽

友
松

光
悦

伊
年

光
琳

探
幽

尚
信

安
信

常
信

尚
景

一
蝶

凡
是
等
ハ
家
風
ノ
外
二
一
風
ヲ
起
シ
テ
先
師
ノ
流
ヲ
模
倣
ス
ル
所
有
リ
、
富
代
ノ
名
手
ト

謂
ヘ
シ
。
其
除
ヲ
見
ル
ニ
、
尤
妙
品
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
家
風
ヲ
守
ル
所
ヲ
以
テ
思
ヘ
ハ
、

中
世
ハ
沓
栄
力
粕
ナ
リ
、
営
代
ハ
探
幽
力
糟
也
、
下
品
ハ
又
此
評
二
不
及
。
右
ノ
中
[
ニ

モ
上
中
下
ア
レ
ト
モ
此
二
論
ゼ
ズ
(
朱
書
貼
付
)
」

本
書
が
草
稿
本
で
あ
る
た
め
か
、
落
丁
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
「
右
ノ
類

ノ
書
人
」
と
い
う
書
き
出
し
に
対
応
す
る
絵
師
の
名
前
は
見
え
な
い
。
文
意
に
も
一
部
不
明
確

な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
名
を
挙
げ
た
以
外
の
絵
師
達
が
「
皆
粉
本
ト
古
傅
ニ
ョ
ル
ノ
ミ
」

で
松
栄
や
探
幽
の
糟
粕
を
紙
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
己
が
新
意
ヲ
出
シ
」
「
近

世
圖
ヲ
離
レ
テ
ー
家
ヲ
ナ
ス
」
「
富
代
ノ
名
手
」
で
あ
る
と
、
春
ト
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
絵
師
の
中
に
、
光
琳
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
糾
。

さ
ら
に
、
『
画
道
実
録
』
に
は
、
二
十
五
丁
か
ら
二
十
七
丁
に
か
け
て
「
描
金
之
法
」
と
し
て

蒔
絵
を
中
心
に
し
た
漆
芸
関
係
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
右
描
金
ハ
、
土
佐
ノ
光

信
上
手
ニ
テ
其
名
ヲ
得
シ
ナ
リ
。
近
比
ハ
緒
方
光
琳
此
事
ヲ
得
テ
、
世
二
賞
セ
リ
」
と
、
光
琳

が
蒔
絵
の
名
手
と
し
て
世
に
名
高
か
っ
た
と
、
春
ト
は
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

小

結

本
来
で
あ
れ
ば
、
明
和
・
安
永
年
間
(
一
七
六
四
―
八
一
)
以
降
現
れ
る
文
人
画
論
や
『
和

漢
書
画
一
覧
』
な
ど
の
諸
書
に
み
ら
れ
る
光
琳
像
に
つ
い
て
続
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
次
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
以
上
に
扱
わ
な
か
っ

た
同
時
代
資
料
に
も
触
れ
つ
つ
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
ず
、
光
琳
の
子
孫
に
伝
来
し
た
小
西
家
文
書
か
ら
、
光
琳
自
身
や
尾
形
家
が
、
光
琳
は
絵

師
で
あ
る
が
そ
れ
は
「
家
業
」
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
所
収
の
絵
師
一
覧
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
家
組
織
を

中
心
に
形
成
さ
れ
る
流
派
に
属
し
、
代
々
そ
の
様
式
を
継
承
伝
達
す
る
立
場
に
は
な
い
が
、
絵

師
と
し
て
の
同
時
代
評
価
は
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
、
光
琳
の
立
場
に
対
す
る
認
識
を
示
し
て

い
る
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

続
い
て
、
光
琳
晩
年
に
あ
た
る
正
徳
四
年
の
『
銀
座
諸
道
具
落
札
』
と
そ
の
こ
ろ
か
ら
京
都

と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
絵
師
・
大
岡
春
ト
が
編
纂
し
た
画
譜
類
に
現
れ
た
光
琳
評
価
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
た
が
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
光
琳
像
は
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

絵
師
と
し
て
の
光
琳
に
つ
い
て
は
、
『
銀
座
諸
道
具
落
札
』
や
春
ト
の
画
譜
に
名
前
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
京
坂
に
お
い
て
、
一
定
以
上
の
評
価
を
獲
得
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
春
ト
の
画
譜
の
構
成
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
当
時
、
土
佐
、
雪

舟
、
狩
野
の
三
派
が
代
表
的
な
流
派
で
あ
る
と
い
う
絵
画
史
観
が
主
流
で
、
幕
府
御
用
絵
師
を

始
め
と
す
る
狩
野
派
以
外
の
江
戸
期
の
絵
師
で
今
回
考
察
し
た
資
料
に
共
通
し
て
そ
の
名
が
見

え
た
の
は
、
松
花
堂
、
宗
達
と
光
琳
だ
け
で
あ
る
。
高
木
貞
武
が
編
集
し
、
享
保
六
年
に
大
坂

で
刊
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
画
図
拾
遺
』
で
も
、
全
部
で
二
十
名
の
絵
師
の
八
十
点
を
採
録

す
る
内
、
伝
歴
不
明
の
三
名
の
三
点
を
の
ぞ
け
ば
、
前
述
の
三
派
に
属
さ
な
い
の
は
、
明
兆
の

一
点
、
松
花
堂
の
二
点
、
宗
達
の
四
点
と
光
琳
の
六
点
の
み
で
あ
糾
。
光
琳
は
、
松
花
堂
、
宗

達
と
並
ぶ
代
表
的
な
当
代
絵
師
の
一
人
と
し
て
、
京
坂
で
名
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
銀
座
諸
道
具
落
札
』
と
春
卜
の
『
画
道
実
録
』
か
ら
、
漆
器
、
特
に
蒔
絵
の
作
者
と

し
て
も
、
光
琳
が
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
評
価
が
や
が
て
、
や
は

り
大
坂
で
、
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
に
刊
行
さ
れ
た
稲
葉
通
龍
『
装
剱
奇
賞
』
巻
之
六
に
あ

る
「
印
龍
工
名
譜
」
の
光
琳
伝
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
漆
器
制
作
者
と

し
て
の
光
琳
が
、
「
光
悦
門
人
に
し
て
風
流
の
好
子
な
り
、
画
を
よ
く
す
、
亦
一
家
也
」
な
ど
と

記
さ
れ
て
い
る
。

残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
光
琳
自
身
の
認
識
と
、
光
琳
は
注
目
す
べ
き
絵
師
で

漆
器
制
作
も
手
掛
け
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
同
世
代
の
人
々
の
認
識
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
、

次
回
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

七
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田 篤 生安
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九

江戸時代における光琳像の変遷について(上) ―正徳~宝暦一

図1 大岡春ト編『画本手鑑』巻六・補遺

光琳「ききやう(桔梗)」「むめ(梅)」

「けし(芥子)」「きく(菊)」

「たんほヽ(蒲公英)」「ちとり(千鳥)」

図2 大岡春ト編「画史会要」巻六・雑部

宗達「白象図杉戸」

光琳「波に千鳥図」「佐野渡図」「月に鳥図」

-98-



[表]正徳4年『銀座諸道具落札』絵画

安 田 篤 生

掛幅単価':単独の掛福の単純平均額

掛幅単価**:二幅対,三幅対を加えた,一幅あたりの単純平均額

図4 大岡春卜編「画巧潜覧」巻一・名画

文正「鳴鶴図」

図3 大岡春卜編『画本手鑑』巻五・倭画

探幽「ゆいま(維摩)」「梅はしろ(頬白)」

- 97-

一
〇


